
職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 河野 史 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

足の変形による下肢筋への影響とその
回復に関する形態機能学的解析

2，080

看護学科
統合基礎看護学講座

看護形態機能学領域

学会発表
国内全国規模の学会
1 ○鈴木智惠子，大坪美由紀，鮫島輝美，河野 史：バーチャルリアリティを用いた小児看護学演習に
おける評価－「ナップ：診察」を用いて－．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，
12，4‐5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．第41回日本看護科学学会学
術集会 講演集 p．61．

地方規模の学会
1 ○鈴木智惠子，大坪美由紀，河野 史：バーチャルリアリティを用いた小児看護学演習の試み－
「ナップ：診察」を用いて－．第25回佐賀母性衛生学会総会並びに学術集会．2021，6，12．抄録
集．

研究助成等

基礎看護学領域

著 書
1 ＊長家智子，古島智恵，村田節子：実践で遭遇する悩みや疑問に答えるQ&A67．看護過程の展開と

指導 改訂3版，第11章，201‐230．日総研出版，名古屋 2021，9．
2 ＊長家智子，古島智恵，藤野成美，末次典恵：看護学生，新人・若手ナースが陥りやすい問題とその
原因および解決法44．看護過程の展開と指導 改訂3版，第8章，108‐143．日総研出版，名古屋
2021，9．

原著論文
1 ＊Nakamura K, Takamori A, Furushima C, Nagaie T: Factors associated teaching behaviors of novice
nurse educators of diploma nursing school in western Japan. The journal of nursing investigation,
19(1), 8-18, 2021, 10.

2 ＊野中良恵，松永妃都美，高橋公一，柴山 薫，秋永和之，石橋秋奈，福山由美，新地浩一：災害支
援ナースの教育に関する研究－災害派遣の経験から災害看護教育の向上をめざして－．Journal of
Inclusive Education，10，1‐16，2021，8．

総 説
1 古島智恵，長家智子：ゴードンの枠組みでアセスメント 事例でわかる！疾患別看護過程 急性心筋
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 古島 智恵 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

心不全患者の掻痒感緩和に向けた看護
技術の確立と効果検証

1，040

准教授 坂 美奈子 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

看護教員の授業構築における知識体系
の解明

520

准教授 坂 美奈子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

水害による被災者のトランジションモ
デルの開発

30

准教授 坂 美奈子 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

転職による職場再適応プロセスの解明
と再適応を支援するキャリア発達プロ
グラムの開発

50

助 教 柴山 薫 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

非アルコール性脂肪肝疾患（NAFLD）
患者の生活改善を促す教材開発と検証

780

助 教 柴山 薫 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

心不全患者の掻痒感緩和に向けた看護
技術の確立と効果検証

65

助 教 柴山 薫 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

放射線防護リスクコミュニケーション
現任教育モデルの検証

200

梗塞／急性冠症候群．プチナース，30（9別冊）2‐19，2021，7．
2 坂美奈子，長家智子：ゴードンの枠組みでアセスメント 事例でわかる！疾患別看護過程 椎間板ヘ

ルニア．プチナース，30（8別冊）2‐19，2021，6．
3 坂美奈子，長家智子：ゴードンの枠組みでアセスメント 事例でわかる！疾患別看護過程 膵がん．

プチナース，31（1別冊）1‐20，2021，12．

学会発表
国内全国規模の学会
1 柴山 薫：米国メイヨークリニックにおける研修報告：看護継続教育について．日本国際看護学会
第5回学術集会（オンライン開催）．2021，9，4（ZOOM），2021，9，7‐21（オンデマンド配
信）．日本国際看護学会誌，第5巻，第1号，p．82．

2 柴山 薫：米国メイヨークリニックにおける研修報告：患者に合わせたサポート体制の実際．日本
国際看護学会 第5回学術集会（オンライン開催）．2021，9，4（ZOOM），2021，9，7‐21（オ
ンデマンド配信）．日本国際看護学会誌，第5巻，第1号，p．83．

地方規模の学会
1 古島智恵，福山由美，坂美奈子，柴山 薫：高齢心不全患者の在宅療養継続にむけた看護師連携に

必要な情報共有項目の明確化．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会（WEB開
催）．2021，11，6‐7．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会プログラム・抄録
集，p．50．

2 ○大崎祐史，児玉祥一，吉田恭平，古島智恵，浅香真知子，野出孝一：当院での外来心臓リハビリ
テーションの意識調査と今後の課題．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会
（WEB開催）．2021，11，6‐7．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会プログ
ラム・抄録集，p．70．

研究助成等
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精神看護学領域

原著論文
1 ○古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，井村千尋，菊池洋子，平田歌織，早木幸江，古野 望：調査報告
女性労働者に対する性差を踏まえた節酒支援．保健師ジャーナル 特集：保健師を継続する力－歩
み続ける支えとなるもの，78（1）：50‐55，2022，2．

2 早木幸江，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，大江田美和，堀川利枝，坂本貴子：精神障がい者への
ストレングス志向を支援する態度を左右する看護師の要因．インターナショナル nursing care re-
search，20（4）：29‐37，2021，10．

総 説
1 ○古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，井村千尋，平田歌織，菊池洋子：働く女性のライフステージに応
じて節酒支援に関する保健指導マニュアルの作成．令和3年度独立行政法人労働者健康安全機構調
査研究事業報告書，2021，3．

2 長家智子，藤本裕二：ゴードンの枠組みでアセスメント 事例でわかる！疾患別看護過程 統合失調
症．プチナース，30（14別冊）2‐19，㈱照林社，東京，2021，11．

学会発表
国内全国規模の学会
1 ○古野貴臣，藤野成美，藤本裕二：アパシーのある認知症患者に対する看護実践の現状．第41回日本
看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オ
ンデマンド配信）．抄録集 p136．

2 岩本祐一，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：睡眠薬服用中の認知症患者に対する看護実践自己評価
尺度の開発に向けた予備的調査．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐
5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．抄録集 p138．

3 鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣：問題行動がみられる児童・思春期の精神障がい者を対象とした訪
問看護における実践内容の明確化（第1報）．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，
12，4‐5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．抄録集 p135．

4 平田歌織，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，井村千尋，菊池洋子，白井ひろ子：子育て期の働く女
性の節酒に影響を与える要因．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐5
（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．抄録集 p47．

5 岩本祐一，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，脇﨑裕子，鎌田ゆき，村田 愛：ベンゾジアゼピン系
睡眠薬服用中の認知症患者に対する看護実践の明確化．日本精神保健看護学会第31回学術集会・総
会（ハイブリッド開催）．2021，6，5‐6（現地開催及びライブ配信），2021，5，25‐6，25（WEB
開催期間）．日本精神保健看護学会学術集会・総会プログラム・抄録集 31回，p170．

6 ＊増滿 誠，松枝美智子，中本 亮，惠良友彦，脇崎裕子，猪狩 崇，宮崎 初，青木裕史，青木典
子，谷口研一朗，津野稔一，藤本裕二，安藤 愛，中島充代，大場裕司，江頭 薫，中山アツ子：
みんなに知ってほしい！「ともに創りともに学ぶ」を叶えるリカバリー・カレッジで私たちが大切
にしていること 立ち上げ方，続け方，在り方．日本精神保健看護学会第31回学術集会・総会（ハ
イブリッド開催）．2021，6，5‐6（現地開催及びライブ配信），2021，5，25‐6，25（WEB開
催期間）．日本精神保健看護学会学術集会・総会プログラム・抄録集 31回，p49．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

特定保健指導を利用した女性多量飲酒
者への節酒支援ガイドラインの開発と
検証

650

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

高齢者施設に勤務する新任看護職の就
業継続を目指した職場定着促進プログ
ラムの開発

300

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

社会的ハイリスク妊婦へのヘルスリテ
ラシー向上にむけた支援モデルの開発

100

教 授 藤野 成美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

急性期病院における認知症者の地域生
活継続を支援する看護連携ガイドライ
ン開発と検証

200

教 授 藤野 成美 令和3年度共同研究活動費
支援事業

研究リーダー
促進型（代表）

大学生のメンタルヘルス対策とwell-
being の実現を目指したモバイルアプ
リケーション「Feeling Good: App」
日本語版開発とその有用性の検証

1，500

講 師 藤本 裕二 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

統合失調症者のリカバリーとスポーツ
科学に関する研究

780

7 ○古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，菊池洋子：女性労働者の飲酒に関して産業看護職が行なっている
保健指導の現状．一般社団法人日本看護研究学会 第47回学術集会（オンライン開催）．2021，8，
21‐22（ライブ配信），2021，8，21‐9，3（オンデマンド配信）．日本看護研究学会雑誌 44巻3
号，p487．

研究助成等

在宅看護学領域

著 書
1 ＊長家智子，古野貴臣：ゴードンの枠組みでアセスメント 事例でわかる！疾患別看護過程 筋萎縮性
側索硬化症．プチナース，30（11別冊）2‐19．㈱照林社，東京 2021，9．

原著論文
1 Yumi Fukuyama, Akina Ishibashi, Koichi Shinchi, Akiko Akiyama: Factors affecting the future em-

ployment of new graduate nurses as home-visiting nurses: a cross-sectional study in Japan. J Rural
Med, 17(1), 50-56, 2022, 1.

2 ＊Akiko AKIYAMA, Yumi FUKUYAMA: SHORT PAPER Expected Characteristics for New Home-
Visiting Nurses According to Experienced Nurses. AJHS, Vol. 20, 61-66, 2021.

3 ○野中良恵，松永妃都美，高橋公一，柴山 薫，秋永和之，石橋秋奈，福山由美，新地浩一：
ORIGINAL ARTICLES 災害支援ナースの教育に関する研究－災害派遣の経験から災害看護教育の
向上をめざして－．Journal of Inclusive Education Vol．10，1‐16，2021，8．

4 ○早木幸江，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，大江田美和，堀川利枝，坂本貴子：精神障がい者への
ストレングス志向を支援する態度を左右する看護師の要因．インターナショナルNursing Care Re-
search，20（4），29‐37，2021，10．
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学会発表
国際規模の学会
1 Yumi Fukuyama, Akina Ishibashi, Koichi Shinchi, Akiko Akiyama: Home-Visiting Nurse Stations
Survey on Future Employment of New-Graduated Nurses to Meet Shortfall. ICN Congress 2021
(Virtual meeting). 2021, 11, 2- 4. A-1192-0035-05209.

国内全国規模の学会
1 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二：アパシーのある認知症患者に対する看護実践の現状．第41回日本

看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オ
ンデマンド配信）．第41回日本看護科学学会学術集会 講演集，p136．

2 ○岩本祐一，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二：睡眠薬服用中の認知症患者に対する看護実践自己評価
尺度の開発に向けた予備的調査．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐
5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．第41回日本看護科学学会学術集会
講演集，p138．

3 ○鎌田ゆき，藤野成美，古野貴臣：問題行動がみられる自動・思春期の精神障がい者を対象とした訪
問看護における実践内容の明確化（第1報）．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，
12，4‐5（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．第41回日本看護科学学会学
術集会 講演集，p135．

4 ○平田歌織，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，井村千尋，菊池洋子，白井ひろ子：子育て期の働く女
性の節酒に影響を与える要因．第41回日本看護科学学会学術集会（WEB開催）．2021，12，4‐5
（LIVE配信），2021，11，19‐12，28（オンデマンド配信）．第41回日本看護科学学会学術集会
講演集，p47．

4 ○岩本祐一，藤野成美，古野貴臣，藤本裕二，脇崎裕子，鎌田ゆき，村田 愛：ベンゾジアゼピン系
睡眠薬服用中の認知症患者に対する看護実践の明確化．日本精神保健看護学会第31回学術集会・総
会（ハイブリッド開催）．2021，6，5‐6（現地開催及びライブ配信），2021，5，25‐6，25（WEB
開催期間）．日本精神保健看護学会学術集会・総会プログラム・抄録集 31回，p170．

5 古野貴臣，藤野成美，藤本裕二，菊池洋子：女性労働者の飲酒に関して産業看護職が行なっている
保健指導の現状．一般社団法人日本看護研究学会 第47回学術集会（オンライン開催）．2021，8，
21‐22（ライブ配信），2021，8，21‐9，3（オンデマンド配信）．日本看護研究学会雑誌 44巻3
号，p487．

地方規模の学会
1 ○古島智恵，福山由美，坂美奈子，柴山 薫：高齢心不全患者の在宅療養継続にむけた看護師連携に
必要な情報共有項目の明確化．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会（WEB開
催）．2021，11，6‐7．第7回日本心臓リハビリテーション学会九州支部地方会プログラム・抄録
集，p．50．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 福山 由美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

在宅医療処置トラブルの予防・対応型
シミュレーション教材の開発とその評
価

0
（670）

准教授 福山 由美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

新卒訪問看護師育成・支援のための長
期的な看護教育プログラムの開発

100

准教授 福山 由美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（分担）

心不全患者の掻痒感緩和に向けた看護
技術の確立と効果検証

130

講 師
（特定）

古野 貴臣 科学研究費助成事業 若手研究
（代表）

ハームリダクションを基盤とした独居
高齢者に対する節酒支援モデルの開発
と検証

650

※（ ）は繰越金で外数

研究助成等

国際保健看護学領域

原著論文
1 ○Megumi Hara, Yuichiro Nishida, Keitaro Tanaka, Chisato Shimanoe, Kayoko Koga, Takuma Fu-

rukawa, Yasuki Higaki, Koichi Shinchi, Hiroaki Ikezaki, Masayuki Murata, Kenji Takeuchi, Takashi
Tamura, Asahi Hishida, Mineko Tsukamoto, Yuka Kadomatsu, Keitaro Matsuo, Isao Oze, Mikami
Haruo, Kusakabe Miho, Toshiro Takezaki, Rie Ibusuki, Sadao Suzuki, Hiroko Nakagawa-Senda,
Daisuke Matsui, Teruhide Koyama, Kiyonori Kuriki, Naoyuki Takashima, Yasuyuki Nakamura,
Kokichi Arisawa, Sakurako Katsuura-Kamano, Kenji Wakai: Moderate-to-vigorous physical activity
and sedentary behavior are independently associated with renal function: a cross-sectional study. J
Epidemiol, DOI:10.2188/jea.JE20210155, 2021, 10.

2 ○Yuichiro Nishida, Megumi Hara, Yasuki Higaki, Naoto Taguchi, Kazuyo Nakamura, Hinako Nanri,
Takeshi Imaizumi, Tatsuhiko Sakamoto, Chisato Shimanoe, Mikako Horita, Koichi Shinchi, Keitaro
Tanaka: Sedentary time, physical activity, and serum SPARC in a middle-aged population. Eur J
Sport Sci, Vol. 19, 1-9, DOI:10.1080/17461391.2021.1974573, 2021, 9.

3 野中良恵，松永妃都美，高橋公一，柴山 薫，秋永和之，石橋秋奈，福山由美，新地浩一：災害支
援ナースの教育に関する研究－災害派遣の経験から災害看護教育の向上をめざして－．Journal of
Inclusive Education．Vol．10，1‐16，2021，8．

4 ＊南嶋里佳，新地浩一，大西真由美：被災した在留外国人における災害関連ヘルスリテラシーの課題
および災害時支援における課題に関する質的研究．保健学研究．Vol．34，1‐10，2021，7．

学会発表
国際規模の学会
1 Matsunaga H, Ishibashi A, Nonaka K, Shinchi K: Risk perception of the pre-distribution of stable io-
dine to guardians of children living around the nuclear power plant in operation, Japan. ASHS Con-
gress in Shimonoseki 2021 (Hybrid holding), (Best Poster Prize winning prize). 2021, 11, 28. abstract
book.
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 新地 浩一 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

多職種連携をめざした大学院における
実践的な国際看護の教育プログラムの
開発研究

1，170

教 授 新地 浩一 科学研究費助成事業 基盤研究B
（分担）

放射線防護リスクコミュニケーション
現任教育モデルの検証

300

2 ○Fukuyama Y, Ishibashi A, Shinchi K, Akiyama A: Home - visiting nurse stations survey on future
employment of new graduated nurses to meet shortfall. ICN Congress 2021 (Virtual meeting). 2021,
11, 2- 4. abstract book.

地方規模の学会
1 石橋秋奈，福山由美，新地浩一：看護系大学院における国際看護領域の教育の必要性について．日

本国際保健医療学会 第39回西日本地方会（完全オンライン開催）．2021，3，6．抄録集．

研究助成等

臨床心理学領域

学会発表
国際規模の学会
1 ＊永野浩二，村山正治，村山尚子，高松 里，都能美智代，北田朋子，芦谷将徳，井内かおる，村久
保雅孝，本山智敬：参加者一人ひとりを大事にする PCAGIP 法．Dialogue International Confer-
ence Online 2021．2021，11，19‐22．https://dlg‐japan.net/japanese/．

国内全国規模の学会
1 村久保雅孝：在宅勤務における不適応感への心理的支援～主に孤立感から不調をきたしたシニア世

代への対応事例～．一般社団法人日本キャリア・カウンセリング学会 第26回（オンライン）大会．
2021，11，13‐14．日本キャリア・カウンセリング学会第26回大会論文集，34‐35．
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